
(a) Elements of an original feature vector generated from a CNN model

(b) After setting all the minus elements in (a) to 0

(c) After adding an offset value to all the elements in (a) 
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図2 特徴ベクトルの抽出とデータセットの構築例

図５ 欠陥検出と類似画像の探索結果の例1

図４ KLD値による良品・不良品判定

最近では画像認識にディープラーニングの技術を応用したAI

自動検査と称するシステムが多くの製造ラインの中に実装され

始めている．製造現場ではCNN(畳み込みニューラルネットワ

ーク), SVM(サポートベクタマシン), CAE(畳み込みオートエン

コーダ), FCDD(Fully Convolutional Data Description), U-

Net, YOLOなど様々なモデルが話題となっているが，十分な性

能を持った欠陥検出モデルを構築するためには，より正確にタ

ーゲットの欠陥の特徴を抽出するためのネットワークの設計と

，損失関数を含む学習法の検討，さらには多くの訓練データを

用いた学習プロセスが必要となっている．

本発表ではこのような煩わしい学習作業を行うことなく構築

でき，不良品判定や欠陥領域の可視化に加えて，過去に蓄積さ

れた膨大な欠陥情報の中から類似した特徴を持つサンプルを探

索できる機能を併せ持つ「学習レス型データセットモデルを使

った欠陥と類似特徴の検出法」を提案し，MATLABアプリケ

ーション内に実装したので紹介する．
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図1 欠陥検出と類似特徴抽出のためのアプリケーションの開発.
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図３ 特徴ベクトルの抽出方法の例 図6 欠陥検出と類似画像の探索結果の例2
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